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平
成
二
十
四
年
度
生
駒
市
自
治

連
合
会
全
体
集
会
を
五
月
二
十
七

日
、
山
下
真
市
長
、
山
田
正
弘
市

議
会
議
長
を
来
賓
に
迎
え
、
生
駒

市
役
所
大
会
議
室
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

藤
堂
宏
子
自
治
連
合
会
会
長
の

あ
い
さ
つ
で
幕
を
開
け
、
続
い
て

多
年
に
わ
た
り
自
治
組
織
の
発
展

と
市
民
福
祉
の
向
上
に
自
治
会
長

と
し
て
貢
献
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
、

山
下
市
長
か
ら
特
別
表
彰
状
が
、

ま
た
、
藤
堂
会
長
か
ら
表
彰
状
、

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

自
治
連
合
会
で
は
、「
地
域
力
の

向
上
に
向
け
て
」
を
大
き
な
テ
ー

マ
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、「
市
民
自
治
」「
防
災
」

に
つ
い
て
は
、
テ
ー
マ
別
に
部
会
を

設
け
、
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

市
民
自
治
部
会
で
は
、
昨
年
度

に
引
き
続
き
、
市
民
自
治
協
議
会

の
発
足
を
目
指
し
た
活
動
、
防
災

部
会
で
は
、
生
駒
市
と
共
催
で
総

合
防
災
訓
練
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

（
２
ペ
ー
ジ
に
詳
細
）

今
年
度
の
取
組

「
地
域
力
の
向
上
に
向
け
て
」

◎
連
合
会
長
感
謝
状

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

前　

西
松
ヶ
丘
自
治
会
長

井
上　

満
治

前　

東
生
駒
南
自
治
会
長

今
井　

宏
之

前　

小
瀬
町
自
治
会
長奥

森　
　

茂

前　

西
畑
町
自
治
会
長

（
故
）
木
下　

正
己

前　

鹿
ノ
台
南
２
丁
目
自
治
会
長

桑
原　

義
隆

前　

辻
町
第
一
東
自
治
会
長

田
口　

利
彦

前　

桜
ヶ
丘
自
治
会
長中

川　

博
敬

前　

桜
台
自
治
会
長

花
本　

文
雄

前　

東
生
駒
月
見
町
自
治
会
長

藤
村　

義
邦

前　

萩
の
台
自
治
会
長松

浦　

洋
明

前　

上
町
台
自
治
会
長水

野　

克
彦

前　

光
陽
台
自
治
会
長光

家　

清
則

前　

山
崎
新
町
自
治
会
長

宮
野　
　

勇

前　

新
旭
ヶ
丘
自
治
会
長

（
故
）
本
岡　

和
雄

前　

辻
町
阪
奈
自
治
会
長

山
川　

善
久

前　

鹿
ノ
台
北
３
丁
目
自
治
会
長

（
故
）
吉
田　

正
人

前　

鬼
取
町
自
治
会
長吉

村　

貞
夫
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市
民
・
議
会
・
行
政
が
、
参
画
・

協
働
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
を
定
め
た
生
駒
市
自
治
基
本

条
例
が
施
行
さ
れ
、
二
年
半
を
経

過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

自
治
連
合
会
で
は
、
条
例
施
行

と
同
時
に
市
民
自
治
部
会
を
立
ち

上
げ
、
条
例
に
謳
わ
れ
て
い
る
市

民
自
治
協
議
会
の
設
立
を
目
指
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

市
民
自
治
協
議
会

　

市
民
自
治
協
議
会
は
、
単
一
自

治
会
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
課

題
を
、
小
学
校
区
単
位
の
自
治

会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
民
生
・
児
童
委
員
、

老
人
会
等
の
各
種
団
体
が
、
相
互

に
協
力
し
、
地
域
の
課
題
を
解
決

し
て
い
く
た
め
の
組
織
で
す
。

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
設
立

　

市
民
自
治
部
会
で
は
、
市
内
で

モ
デ
ル
地
区
を
立
ち
上
げ
る
た
め

議
論
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
壱
分
小
学
校
区
で
二

年
前
か
ら
「
あ
い
さ
つ
通
り
」
運

動
を
コ
ツ
コ
ツ
と
粘
り
強
く
行
っ

て
こ
ら
れ
た
活
動
組
織
が
、
よ
う

や
く
四
月
に
、
生
駒
市
第
一
号
と

な
る
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
（
左
図
参

照
）「
や
ま
び
こ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

と
し
て
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

（
七
ペ
ー
ジ
に
詳
細
）

今
後
の
取
組

　

自
治
連
合
会
で
は
、
先
進
都
市

へ
視
察
研
修
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

先
進
地
で
は
、
行
政
が
、
地
域
担

当
職
員
の
配
置
や
、
予
算
を
準
備

す
る
な
ど
し
て
い
ま
し
た
。
生
駒

市
で
も
、
担
当
部
局
と
一
緒
に
、

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
各
種
団
体
と
も
協
議

を
重
ね
な
が
ら
設
立
に
向
け
て
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

生
駒
市
の
総
合
防
災
訓
練
が
、

今
年
の
十
二
月
二
日
真
弓
小
学
校

を
主
会
場
に
行
わ
れ
ま
す
。
主
会

場
で
の
訓
練
と
連
携
し
た
形
で
各

地
区
自
治
連
合
会
を
中
心
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
自
助
・
共
助
に

よ
る
避
難
と
、
情
報
伝
達
等
の
訓

練
を
市
内
全
域
で
行
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

生
駒
市
と
自
治
連
合
会
で
は
平

成
二
十
二
年
度
か
ら
二
十
三
年
度

に
か
け
て
、
生
駒
小
学
校
、
生
駒

東
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
体
育

館
で
避
難
所
設
営
・
体
験
や
生
駒

北
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
避
難

訓
練
、
炊
き
出
し
、
起
震
車
体
験
、

そ
し
て
緑
ヶ
丘
中
学
校
で
は
、
土

砂
災
害
を
想
定
し
た
１
次
避
難
場

所
か
ら
の
集
団
避
難
の
訓
練
な
ど

を
そ
れ
ぞ
れ
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、

市
内
全
域
に
広
げ
た
訓
練
で
大
規

模
災
害
時
の
問
題
点
を
検
証
し
て

い
こ
う
と
い
う
試
み
で
す
。

総
合
防
災
訓
練
で
想
定
す
る
被
害

　

奈
良
県
に
て
直
下
型
地
震
（
Ｍ

７
．
２
）
が
発
生
し
、
生
駒
市
に

震
度
六
強
の
揺
れ
が
あ
り
、
多
大

な
る
被
害
が
出
て
い
る
。
各
地
区

に
お
い
て
家
屋
の
倒
壊
、
火
災
が

発
生
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
寸
断

が
起
こ
っ
て
い
る
。
被
害
は
、
火

災
の
発
生
、
家
屋
の
倒
壊
、
土
砂

崩
れ
、
道
路
崩
壊
、
橋
梁
の
倒
壊
、

断
水
、
停
電
、
行
方
不
明
、
け
が

人
多
数
が
発
生
。
を
設
定
し
て
訓

練
を
行
い
ま
す
。

　

各
地
区
独
自
に
訓
練
を
組
み
立

て
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
自

主
防
災
会
、
民
生
・
児
童
委
員
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
学
校
、
園
、
老
人
会
、
農
家

区
、
消
防
団
、
婦
人
会
、
商
店
街
の

皆
さ
ん
に
も
広
く
協
力
を
呼
び
か

け
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

市
民
自
治
部
会
の
報
告

市
民
自
治
部
会
の
報
告

防
災
部
会
の
報
告

防
災
部
会
の
報
告

社会福祉協議会

警察・消防

自治会

ＮＰＯ・
ボランティア団体

障がい者団体青年協議会
民生児童委員

老人クラブ

ＰＴＡ

市民の意識の高揚

小学校区域でかかえる
課題把握（プラットホーム）

●自立した・強固な地域コミュニティ
●地域内の人と人とのつながり・
　住民相互の交流・信頼関係

行　　　　政

【小学校区市民自治協議会イメージ図】

福祉、交通安全、防犯・防災、青少年・
子どもの健全育成、環境美化、人権、
文化・芸術・スポーツ

財政的支援・人的支援
地域づくり・まちづくり提案

市民自治協議会
自治会と各種団体との協働

ヨコ ＋ タテ ＝ 総合的なまちづくり組織

協働のまちづくり協働のまちづくり

各地区訓練内容例
①情報収集・伝達訓練
　※地区本部との情報連絡
②安否確認　・被害が起こった
地域・それ以外の地域・災害
時要援護者対策
③避難誘導訓練
　※一時避難場所（公園等）に

集合し、開設された避難所
への誘導

④地区防災センターの開設訓練
⑤被災者救出訓練
　※倒壊家屋、火災発生　
⑥被災者搬送訓練
　※リヤカー
⑦救護所の設営訓練
　※自治会（自主防災会）救護

班による
⑧炊き出し訓練
⑨地区訓練会場での支援物資の
受入
⑩給水訓練
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奈
良
市
内
か
ら
高
山
に
移
り
住

ん
で
七
年
目
。
私
の
住
む
獅
子
ヶ

丘
は
、
府
民
の
森
に
隣
接
す
る
金

剛
生
駒
紀
泉
国
定
公
園
の
一
角
に

あ
り
、
く
ろ
ん
ど
池
ま
で
は
、
歩

い
て
い
け
る
散
歩
コ
ー
ス
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

獅
子
ヶ
丘
に
は
国
鳥
の
キ
ジ
が

い
て
、
先
日
も
自
宅
の
横
の
草
む

ら
か
ら
バ
タ
バ
タ
と
羽
音
を
た
て

て
、
大
き
な
羽
根
を
広
げ
飛
び
立

ち
ま
し
た
。
真
っ
赤
な
ク
チ
バ
シ

の
、
雄
々
し
く
美
し
い
鳥
で
す
。

ま
た
、
う
ぐ
い
す
の
鳴
き
声
を

七
月
頃
ま
で
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

住
宅
地
の
中
に
サ
ン
ヨ
ー
の
大

き
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
り
、
そ
の

周
り
と
住
宅
地
の
街
路
樹
が
桜

の
木
な
の
で
、
四
月
の
桜
の
季
節

は
、
見
事
な
美
し
さ
で
す
。
休
日

に
は
サ
ッ
カ
ー
や
野
球
を
す
る
若

者
の
声
が
風
に
の
っ
て
聞
こ
え
て

来
て
、
遠
い
学
生
時
代
に
返
っ
た

よ
う
な
懐
か
し
い
感
情
に
平
和
を

感
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
町
自
慢
は
こ
れ
く

ら
い
に
し
て
…

　

六
月
十
三
日
に
、
北
地
区
災
害

対
策
会
議
に
出
席
し
、
び
っ
く
り

し
ま
し
た
！
勉
強
に
な
り
ま
し

た
！
「
な
ん
と
か
な
る
わ
」、
ケ

セ
ラ
セ
ラ
の
私
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
水
一
本
の
予
備
も
な
く
て
！

　

大
地
震
が
来
た
ら
、
救
助
が
来

て
く
れ
る
の
は
三
日
以
後
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
の
で
、
そ
れ
ま
で

は
自
分
た
ち
で
な
ん
と
か
生
き
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

南
海
地
震
が
三
十
年
の
間
に
お

き
る
確
率
は
、
六
十
％
だ
と
か
。

ま
だ
先
か
も
知
れ
な
い
が
、
明
日

か
も
知
れ
な
い
な
ん
て
、
の
ん
き

な
私
で
も
シ
ョ
ッ
ク
で
す
。
地
域

の
皆
さ
ん
に
も
ぜ
ひ
聞
い
て
ほ
し

い
、
知
っ
て
ほ
し
い
会
議
で
し
た
。

　

北
大
和
に
は
一
丁
目
か
ら
五
丁

目
ま
で
の
単
位
自
治
会
と
、「
北

大
和
自
治
会
連
絡
協
議
会
」
と
い

う
組
織
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
協
議

会
に
設
置
さ
れ
た
専
門
委
員
会
の

防
犯
安
全
委
員
会
で
は
、
単
位
自

治
会
か
ら
選
出
さ
れ
た
防
犯
安
全

委
員
が
、
毎
月
定
期
的
に
担
当
ブ

ロ
ッ
ク
を
巡
回
し
、
気
付
い
た
点

や
住
民
か
ら
の
意
見
や
要
望
を
月

例
会
議
で
報
告
し
ま
す
。

　

四
月
以
降
に
寄
せ
ら
れ
た
声
の

中
か
ら
「
常
態
化
し
た
路
上
駐
車

を
何
と
か
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

要
望
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
そ
し

て
要
望
者
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
担
当
す

る
委
員
の
発
案
に
よ
り
チ
ラ
シ
を

全
面
的
に
改
訂
し
、
北
大
和
全
域

に
回
覧
し
ま
し
た
。
読
み
や
す
く

イ
ン
パ
ク
ト
の
高
い
チ
ラ
シ
の
効

ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
四
季
の
森
公
園

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
公
園
に
は

駐
車
場
が
な
い
た
め
、
休
日
に
は

公
園
外
周
道
路
が
駐
車
車
両
で
取

り
囲
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

路
上
駐
車
は
公
園
の
利
用
者
が
大

半
で
す
が
、
ま
れ
に
「
外
周
に
駐

車
し
た
あ
と
電
車
に
乗
る
」
つ
ま

り
外
周
道
路
を
「
駅
前
無
料
駐
車

場
」
と
勘
違
い
し
て
い
る
人
も
い

る
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
公
園
に

隣
接
す
る
住
民
の
協
力
の
も
と
、

公
園
周
辺
の
路
上
駐
車
に
関
す
る

実
態
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。
数

か
月
間
の
調
査
か
ら
得
た
デ
ー
タ

を
基
に
具
体
的
な
対
策
を
講
じ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

路
上
駐
車
ゼ
ロ
の
街
づ
く
り
に

は
地
域
住
民
一
人
ひ
と
り
が
「
こ

の
エ
リ
ア
に
は
路
上
駐
車
を
さ
せ

な
い
」
と
い
う
強
い
意
志
を
も
つ

こ
と
が
最
も
重
要
で
す
。
実
を
言

う
と
防
犯
安
全
委
員
は
監
視
員
で

は
な
く
、
住
民
の
意
識
向
上
の
推

進
役
に
な
り
た
い
の
で
す
。

果
は
早
速
表
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
が
一
過
性
に
終

わ
ら
な
い
よ
う
、
回
覧
の

繰
返
し
や
警
告
等
の
対
策

を
検
討
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

路
上
駐
車
に
関
す
る
も

う
一
つ
の
事
例
を
紹
介
し

ま
す
。
北
大
和
に
は
学
研

北
生
駒
駅
か
ら
徒
歩
五
分

路
上
駐
車
ゼ
ロ
の

街
づ
く
り
を
目
指
し
て

　

北
大
和
一
丁
目
自
治
会　
　

会
長　

長
尾 

純

獅
子
ヶ
丘
だ
よ
り

　

獅
子
ヶ
丘
自
治
会　
　
　

会
長　

山
本　

博
子

北
地
区
自
治
連
合
会

■
□
■
□
■
□
■
□
■

各
地
区
内
の
活
動
紹
介
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は
じ
め
に

　

昨
年
八
月
に
、
福
祉
支
援
課
か

ら
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
本
計
画
に

取
り
組
む
た
め
、
自
治
会
役
員
、

民
生
・
児
童
委
員
、
防
災
会
役
員

等
を
対
象
に
目
的
及
び
進
め
方
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

要
援
護
者
と
の
面
談

　

市
に
よ
る
調
査
の
結
果
、
避
難

支
援
を
必
要
と
す
る
要
援
護
者
の

リ
ス
ト
が
福
祉
支
援
課
か
ら
提

示
さ
れ
、
各
役
員
が
分
担
し
て

要
援
護
者
を
訪
問
し
、「
個
別
支

援
計
画
」
の
内
容
に
つ
い
て
面
談

し
た
。
そ
の
結
果
、
避
難
支
援
員

（
以
下
「
支
援
員
」
と
い
う
）
を

必
要
と
す
る
要
援
護
者
数
は
半
減

し
た
。

支
援
員
の
選
定

　

要
援
護
者
に
対
し
て
、
希
望
す

る
支
援
員
の
有
無
に
つ
い
て
確
認

し
た
。

　

希
望
す
る
支
援
員
が
あ
る
場
合

は
、
そ
の
支
援
員
候
補
に
了
解
を

得
る
た
め
面
談
し
た
。
支
援
員
候

補
の
同
意
が
得
ら
れ
な
か
っ
た

人
、
希
望
す
る
支
援
員
の
い
な
い

人
は
、
役
員
を
支
援
員
と
し
た
。

　

支
援
員
未
定
の
要
援
護
者
に
つ

い
て
は
、
①
自
治
会
内
で
募
集　

②
対
象
者
在
住
の
班
長
へ
の
検
討

依
頼
で
対
応
し
、
全
員
支
援
員
を

決
め
る
こ
と
が
で
き
た
。（
三
月

末
）

要
援
護
者
と
支
援
員
の
面
談

　

要
援
護
者
と
支
援
員
が
面
談

し
、
必
要
な
支
援
等
が
記
載
さ
れ

た
「
個
別
支
援
計
画
書
」
を
支
援

員
と
共
有
す
る
こ
と
で
、
災
害
時

の
そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
に
つ
い
て
確

認
し
た
。

今
後
の
対
応

　

自
治
会
長
が
、
ト
ー
タ
ル
の
ま

と
め
役
と
な
り
、
新
た
に
対
象
と

な
る
要
援
護
者
に
も
同
様
の
ア
ク

シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
く
。
対
象
者

在
住
の
班
長
さ
ん
に
は
、
毎
年
メ

ン
テ
、
フ
ォ
ロ
ー
に
関
し
て
、
理

解
と
協
力
を
求
め
て
い
き
た
い
。

　

平
成
二
十
年
四
月
か
ら
、
生
駒

台
小
学
校
児
童
の
下
校
時
安
全
確

保
を
目
的
と
し
た
活
動
（
見
守
り

活
動
）
を
始
め
て
、
四
年
が
経
過

し
五
年
目
に
入
り
ま
し
た
。

　

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
は
、
当

松
美
台
東
自
治
会
が
担
当
し
、

火
・
木
曜
日
は
、
松
美
台
西
自
治

会
が
担
当
し
て
い
ま
す
。
松
美
台

信
号
、
ベ
ル
・
ド
ム
ー
ル
マ
ン

シ
ョ
ン
前
の
横
断
歩
道
、
ジ
ャ
パ

ン
前
信
号
の
三
ヶ
所
で
西
自
治
会

と
協
力
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
下

校
時
の
安
全
を
見
守
っ
て
い
ま

す
。
活
動
を
始
め
た
頃
は
、
子
ど

美
台
東
自
治
会
が
「
交
通
安
全
功

労
団
体
表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し

た
。
こ
の
児
童
見
守
り
活
動
が
評

価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
年
末
の
二
日
間
に
夜
間

の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
班
長
・
副
班
長

さ
ん
に
は
日
中
、
腕
章
等
を
し

て
地
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　

生
駒
台
小
学
校
児
童
の
下
校
時

の
見
守
り
活
動
と
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
を
通
じ
、
犯
罪
者
・
不
審

者
の
入
り
に
く
い
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
、
併
せ
て
地
域
の
活

性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

見
守
り
活
動
に
参
加
・
協
力
い

た
だ
い
て
い
る
方
々
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

も
に
（
お
か
え
り
！
）
と

声
を
か
け
て
も
、
返
事
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
今
で
は
（
た
だ
い

ま
！
こ
ん
に
ち
は
！
）
大

き
な
声
で
返
事
を
し
て
く

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
地
域
力
の
向
上
に
向
け

て
」
地
域
住
民
全
員
参
加

の
子
ど
も
一
斉
見
守
り
活

動
と
し
て
、
み
な
さ
ん
と

一
緒
に
活
動
の
輪
を
広
げ

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
四
月
五

日
、「
春
の
交
通
安
全
県

民
大
会
」
が
開
催
さ
れ
松

災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援 

プ
ラ
ン
個
別
支
援
計
画
の
構
築

　

東
松
ヶ
丘
自
治
会

会
長　

相
田　

浄
司

西
地
区
自
治
連
合
会

地
域
活
性
化
へ
の
取
組

　

松
美
台
東
自
治
会

会
長　

綾
部　

政
浩
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中
地
区
自
治
連
合
会
で
は
、
復

興
が
進
ま
な
い
東
北
の
被
災
地
支

援
を
続
け
よ
う
と
昨
年
の
大
震
災

発
生
の
三
月
十
一
日
に
あ
わ
せ

て
、
生
駒
駅
頭
に
自
治
会
長
が
集

ま
り
午
後
四
時
か
ら
街
頭
で
の
募

金
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
日
曜
日
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
用
事
を
早
く
済
ま
そ
う
と

い
う
方
が
多
か
っ
た
の
か
、
一
年

た
っ
て
関
心
が
少
し
薄
れ
て
い
る

の
か
、
大
き
な
声
で
募
金
を
呼
び

か
け
て
も
素
通
り
さ
れ
る
方
が
、

前
回
の
募
金
時
に
比
べ
増
え
て
い

た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
の
は
残
念

で
し
た
。
そ
れ
で
も
一
時
間
で

三
万
八
千
七
百
九
十
七
円
の
ご
協

力
を
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

紙
面
を
借
り
て
ご
協
力
を
頂
い
た

方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

引
き
続
き
中
地
区
で
は
、
各

自
治
会
で
募
金
の
お
願
い
の
回

覧
を
廻
し
な
が
ら
活
動
に
取
り

組
ん
で
お
り
六
月
十
八
日
現
在

で
、
四
自
治
会
三
個
人
の
方
か
ら

十
三
万
八
千
八
百
八
十
円
の
募
金

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
募
金
の
支
援
先
は
、
昨
年
自
治

避
難
支
援
が
必
要
な
方
の
リ
ス
ト

を
作
成
し
、
自
治
会
、
民
生
・
児

童
委
員
が
避
難
支
援
員
の
選
定
を

行
い
支
援
に
役
立
て
る
。
各
自
治

会
の
実
施
は
、
平
成
二
十
四
年
度

か
ら
の
三
年
間
で
、
い
ず
れ
か
を

選
択
で
き
る
。

　

午
後
か
ら
は
、
衛
生
処
理
場
の

見
学
。
汚
泥
、
生
ご
み
を
処
理
分

解
し
て
、
肥
料
と
、
見
た
目
で
は

水
道
水
と
変
わ
ら
な
い
水
を
作
っ

て
い
る
。
大
腸
菌
ゼ
ロ
と
い
う
純

度
の
高
さ
で
あ
る
。
三
百
六
十
五

日
、
連
続
稼
働
し
て
い
る
こ
と
に

感
謝
の
気
持
が
湧
い
て
く
る
。

　

次
に
、
高
山
竹
林
園
見
学
。
お

話
し
上
手
な
職
員
の
説
明
を
聞
き
、

自
分
で
茶
筌
を
使
っ
て
抹
茶
を
た

て
た
。
き
れ
い
に
泡
だ
っ
て
、一
口
、

二
口
い
た
だ
く
と
、
こ
と
の
ほ
か

美
味
し
か
っ
た
。
前
日
ま
で
の
雨

が
上
が
り
晴
天
の
も
と
の
研
修
会
、

有
意
義
で
し
た
。

　

六
月
二
十
二
日
、
午
前
中
は
、

市
か
ら
の
説
明
。
ま
ち
を
き
れ
い

に
す
る
条
例
等
に
つ
い
て
で
は
、

環
境
美
化
推
進
員
や
、
わ
ん
わ
ん

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い

る
が
、
新
た
に
地
域
ネ
コ
サ
ポ
ー

タ
ー
制
度
が
提
案
さ
れ
た
。
避
妊
、

去
勢
手
術
を
し
て
子
孫
を
増
や
さ

な
い
よ
う
、
自
治
会
に
要
請
さ
れ

た
。

　

次
に
、
災
害
時
要
援
護
者
避
難

支
援
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
市
が

東
北
被
災
地
支
援
を

続
け
よ
う

　

中
地
区
自
治
連
合
会

会
長　

森
岡
文
夫

自
治
会
長
市
政
研
修
会
に 

参
加
し
て

　

元
町
一
丁
目
自
治
会

会
長　

酒
井　

宏
司

連
合
会
が
直
接
募

金
を
送
っ
た
気
仙

沼
市
、
陸
前
高
田

市
、
山
元
町
と
昨

年
中
地
区
自
治
連

合
会
が
防
災
研
修

で
お
世
話
に
な
っ

た
被
災
地
の
一
関

市
へ
贈
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災

は
津
波
の
大
き
な

被
害
に
隠
れ
て
、

地
震
で
の
直
接
被

害
が
報
道
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
大

規
模
地
震
被
害
は

生
駒
山
の
傾
斜

地
・
駅
前
の
密
集
住
宅
と
い
う
中

地
区
自
治
連
合
会
の
条
件
を
考
え

る
と
他
人
ご
と
で
は
な
く
、
す
べ

て
の
自
治
会
長
が
防
災
対
策
の
強

化
を
図
ら
ね
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
規
模
な
地
震
発
生
か
ら
三
時

間
・
三
日
間
消
防
も
レ
ス
キ
ュ
ー

も
当
て
に
で
き
な
い
時
、
戦
前
は

お
互
い
が
監
視
し
合
っ
た
隣
組
だ

な
ど
と
言
わ
ず
に
、
本
当
に
三
軒

両
隣
が
助
け
合
う
こ
と
が
生
死
を

分
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
中
地

区
で
は
、
東
北
の
被
災
地
支
援
を

続
け
る
こ
と
も
、
自
分
た
ち
の
防

災
活
動
の
強
化
に
つ
な
げ
る
と
の

思
い
で
募
金
と
自
主
防
災
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

中
地
区
自
治
連
合
会

平成23年９月17日一関市での
中地区連合会防災研修

高山竹林園にて
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平
成
の
初
め
か
ら
副
会
長
と
し

て
、
二
十
数
年
活
動
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
自
治
会

長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

地
区
連
合
会
及
び
春
夏
秋
冬
の

行
事
に
お
い
て
、
役
割
等
は
わ

か
っ
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
新

会
長
と
し
て
の
仕
事
の
多
さ
に

「
び
っ
く
り
」
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
役
所
関
係
、
自
治
連
合

会
、
次
か
ら
次
に
仕
事
が
回
っ
て

き
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
近
年
、
自

治
会
役
員
等
を
嫌
が
る
と
聞
い
て

い
る
若
い
会
員
が
、
幸
い
な
こ
と

に
協
力
を
申
し
出
て
く
れ
て
い
ま

す
。
特
に
、
当
自
治
会
で
は
若
い

奥
さ
ん
方
が
、
積
極
的
に
協
力
を

し
て
く
れ
て
お
り
、
私
と
し
て
は

大
変
に
助
か
り
ま
す
。

　

今
年
一
年
間
の
自
治
会
活
動
は

防
災
会
な
ど
多
く
の
行
事
が
あ
り

ま
す
。
年
初
め
の
自
治
会
あ
げ
て

の
大
掃
除
で
は
天
候
に
め
ぐ
ま
れ
、

二
百
数
十
人
の
会
員
が
出
て
町
中

が
大
変
美
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

当
自
治
会
で
は
、
班
長
会
の

後
、
各
会
員
あ
て
に
「
月
見
町
だ

よ
り
」
を
発
行
し
、
自
治
会
で
の

活
動
の
決
め
事
、
提
案
等
を
分
か

り
や
す
く
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
気
楽
に
相
談
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
地
震
・
台
風
等
、
天

候
異
変
が
毎
年
起
こ
っ
て
い
ま

す
。
今
こ
そ
自
治
会
員
の
縦
横
の

つ
な
が
り
が
ま
す
ま
す
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。

　

第
１
ガ
ー
デ
ン
ハ
イ
ツ
に
は
、

奈
良
県
で
唯
一
マ
ン
シ
ョ
ン
敷
地

に
プ
ー
ル
が
あ
り
、
プ
ー
ル
サ
イ

ド
を
緊
急
時
の
一
次
避
難
場
所
に

指
定
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ー
ル
の
開
催
は
夏
季
に
限
ら

れ
ま
す
が
、
プ
ー
ル
サ
イ
ド
を
利

用
し
て
自
治
会
、
子
供
会
が
一
緒

に
な
り
色
々
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

老
若
男
女
が
集
ま
り
つ
ど
い
を
し

て
い
ま
す
。

　

消
防
署
の
協
力
を
得
て
救
急
救

命
訓
練
、
プ
ー
ル
閉
会
時
に
は
夏

祭
り
、
暮
れ
に
は
餅
つ
き
大
会
と

楽
し
く
過
ご
し
な
が
ら
自
主
防
災

で
備
え
た
羽
釜
、
鍋
、
釜
戸
等
を

使
い
、
無
洗
米
で
の
炊
出
し
、
カ

レ
ー
、
豚
汁
、
ぜ
ん
ざ
い
等
の
汁

物
や
焼
き
そ
ば
作
り
を
し
て
い
ま

い
楽
し
み
な
が
ら
も
「
共
助
訓

練
」
の
一
端
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
自
治
会
も
十
二
年
目
と
な
り

諸
活
動
も
ほ
ぼ
定
着
し
て
来
ま
し

た
。
昨
年
の
バ
ス
旅
行
で
は
、
淡

路
島
の
北
淡
震
災
記
念
公
園
で
震

度
７
の
体
験
と
野
島
断
層
の
動
い

た
後
を
見
学
し
、
地
震
の
怖
さ
を

体
感
し
て
き
ま
し
た
。

　

都
会
で
は
青
年
団
が
殆
ど
聞
か

れ
な
い
昨
今
で
す
が
、
自
治
会
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
に
参
加
し
て
い
る
若

い
メ
ン
バ
ー
で
メ
ー
ル
の
連
絡
網

を
作
り
、
緊
急
時
に
は
動
け
る
若

者
へ
の
声
か
け
を
し
て
い
ま
す
。

　

東
南
海
地
震
の
発
生
確
率
が
高

ま
っ
て
い
る
と
か
、
近
く
に
生
駒

断
層
が
あ
る
と
か
、
東
日
本
大
震

災
を
身
近
に
見
て
お
り
日
頃
か
ら

「
自
助
」「
共
助
」
の
出
来
る
体
制

作
り
を
心
が
け
て
活
動
し
て
い
ま

す
。

四　

月

　

一
〇
日　

第
一
回
正
副
会
長
会
議

五　

月

　
　

八
日　

第
一
回
常
任
理
事
会
・

　
　
　
　
　

第
一
回
理
事
会

　

二
五
日　

奈
良
県
自
治
連
合
会
総

会
・
理
事
会

　

二
七
日　

全
体
集
会

六　

月

　
　

五
日　

第
二
回
正
副
会
長
会
議

　

一
五
日　

第
一
回
編
集
委
員
会

　

二
一
日　

第
一
回
テ
ー
マ
別
部
会

（
防
災
）

　

二
二
日　

中
地
区
自
治
連
合
会
市

政
研
修
会

　

二
六
日　

北
地
区
自
治
連
合
会
市

政
研
修
会

七　

月

　
　

三
日　

第
二
回
常
任
理
事
会

　
　

五
日　

南
地
区
自
治
連
合
会
市

政
研
修
会

　
　

六
日　

第
一
回
テ
ー
マ
別
部
会

（
市
民
自
治
）

　

一
一
日　

第
二
回
編
集
委
員
会

　

一
八
日　

西
地
区
自
治
連
合
会
市

政
研
修
会

　

二
四
日　

東
地
区
自
治
連
合
会
市

政
研
修
会

　

二
五
日　

第
二
回
テ
ー
マ
別
部
会

（
防
災
）

八　

月

　
　

八
日　

第
三
回
編
集
委
員
会

　
　

九
日　

第
三
回
正
副
会
長
会
議

　

一
八
日　

第
二
回
テ
ー
マ
別
部
会

（
市
民
自
治
）

　

二
九
日　

奈
良
県
自
治
連
合
会
理

事
会

　

三
〇
日　

自
治
会
役
員
研
修
会

日　
　

誌

楽
し
み
な
が
ら
防
災
活
動

月
見
町
第
１
ガ
ー
デ
ン
ハ
イ
ツ
自
治
会

　

会
長　

平
井　

和
男

す
。

　

餅
つ
き

大
会
で
は

奥
様
方
や

子
ど
も
た

ち
の
割
烹

着
姿
も
様

に
な
っ
て

お
り
、
和

気
あ
い
あ

東
地
区
自
治
連
合
会

自
治
会
長
に
就
任
し
て

　

東
生
駒
月
見
町
自
治
会

会
長　

西
野　

秀
男



（�）平成 24年９月�日	 生駒市自治連合会だより　第 37号

学校法人エンゼル学園

生駒市南田原町7 8 9－ 5
●お申込み･お問い合せ （送迎バス有り）

エンゼル
幼 稚 園

幼児の健康と

情操を大切に

育てる……。

☎78-0386

徹底した衛生管理で「美味」をお届けします。

すし･弁当･幕の内･仕出し料理専門店

A  C  Sエー シー エス
＊受付時間＊

午前９時～午後７時45分

あづまケータリングサービス 年中無休 株式会社 東鮓

0743-75-3033（代）
生駒市辻町53番地北畑ビル1F

東生駒店 ●近鉄東生駒駅北へ500m

　

全
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
、“
安
全
・
安
心
”
が
実
感
で

き
る
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
三

年
前
か
ら
あ
い
さ
つ
運
動
を
始
め

ま
し
た
。

　

今
年
の
四
月
、
こ
の
主
旨
に
賛

同
す
る
壱
分
小
学
校
区
内
各
自
治

会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
学
校
、
園
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
民
生
・
児
童
委
員
が
主

体
と
な
っ
て
「
や
ま
び
こ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
を
結
成
し
ま
し
た
。

　

本
来
あ
い
さ
つ
は
、“
し
て
あ

げ
る
も
の
、
し
て
も
ら
う
も
の
”

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
も
大

人
も
同
じ
目
線
で
“
交
わ
す
”
も

の
で
す
。
先
ず
そ
ん
な
場
所
を
作

ろ
う
と
壱
分
小
学
校
の
通
学
路
を

中
心
に
「
あ
い
さ
つ
通
り
」
を
作

り
ま
し
た
。
こ
こ
で
出
会
っ
た
誰

も
が
声
を
掛
け
あ
い
ま
す
。
街
頭

活
動
や
チ
ラ
シ
（
全
戸
配
布
）
を

作
成
し
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
未
曾
有
の
災
害
は
、

「
き
ず
な
」
の
大
切
さ
を
私
た
ち

に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
き

ず
な
は
、
あ
い
さ
つ
か
ら
は
じ
ま

り
ま
す
。
感
謝
の
心
が
こ
も
っ
た

あ
い
さ
つ
を
先
ず
家
族
へ
、
そ
し

て
隣
近
所
へ
と
拡
げ
ま
し
ょ
う
。

　

こ
ん
な
取
組
が
、
街
づ
く
り
の

原
点
と
な
る
こ
と
を
信
じ
て
、
活

動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

南
地
区
の
学
校
、
園
で
は
、
子

ど
も
た
ち
に
「
あ
い
さ
つ
の
大
切

さ
」
を
教
え
、
日
常
の
行
動
と
し

て
実
践
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い

ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、「
あ
い
さ
つ
は
子

ど
も
た
ち
に
強
い
る
も
の
で
は
な

い
、
大
人
が
率
先
し
て
行
う
も

の
」「
あ
い
さ
つ
は
し
て
も
ら
う

も
の
で
は
な
い
自
分
か
ら
進
ん
で

行
う
も
の
」
と
の
観
点
か
ら
、
壱

分
小
学
校
区
で
「
あ
い
さ
つ
通
り

運
動
」
を
立
ち
上
げ
実
践
し
て
い

ま
す
。

　

南
小
、
第
二
小
学
校
区
で
も
今

年
か
ら
運
動
を
始
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
目
的
は
、「
あ
い
さ

つ
で
つ
な
ご
う
地
域
の
き
ず
な
」

で
す
。
あ
い
さ
つ
が
行
き
交
う

ま
ち
は
、「
大
人
も
子
ど
も
も
生

き
い
き
と
し
た
ま
ち
」「
地
域
の

仲
間
を
た
く
さ
ん
知
っ
て
い
る
ま

ち
」「
地
域
で
の
助
け
合
い
が
行

き
届
く
ま
ち
」「
犯
罪
の
少
な
い

ま
ち
」
が
出
来
る
こ
と
に
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ち
づ
く
り
の
原

点
は
、「
あ
い
さ
つ
」
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り

で
す
が
、こ
の
運
動
を
継
続
し
「
あ

い
さ
つ
通
り
運
動
」
か
ら
「
あ
い

さ
つ
タ
ウ
ン
づ
く
り
」
へ
と
発
展

さ
せ
て
い
く
覚
悟
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
民
生
・
児
童
委
員
、
自

治
会
、
老
人
会
、
子
供
会
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
学
校
、
園
等
あ
ら
ゆ
る
機
関

が
連
携
し
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

あ
い
さ
つ
運
動

　

壱
分
小
学
校
区 

　
「
や
ま
び
こ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

代
表　

清
水　

泰
之

あ
い
さ
つ
で
つ
な
ご
う

地
域
の
き
ず
な

　

生
駒
南
小
、
生
駒
南
第
二
小
学
校
区

　
「
あ
い
さ
つ
運
動
」

推
進
準
備
委
員
長　
　
　
　
　

（
南
地
区
民
・
児
協
会
長
）　　

松
尾　

正
則

南
地
区
自
治
連
合
会

11
東
日
本
大
震
災
、
紀
伊
半
島
大

水
害
、
今
夏
の
九
州
大
洪
水
等
、

想
定
外
の
災
害
が
続
発
し
て
い
ま

す
。
当
市
で
も
災
害
に
備
え
る
べ

く
十
二
月
二
日
に
総
合
防
災
訓
練

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
自
治
で
は
、
多
様
化
す
る

犯
罪
（
い
じ
め
、振
り
込
め
詐
欺
、

空
き
巣
、
車
上
荒
ら
し
等
）
防
止

の
た
め
、
あ
い
さ
つ
運
動
、
見
守

り
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
な
ど
を
手
始

め
と
し
て
、
市
民
自
治
協
議
会
の

設
立
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
本
誌
発
行

に
協
賛
頂
い
た
団
体
、
企
業
様
に

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

編
集
委
員
長　

上
埜　

作
治

　
　

編
集
委
員　
　

相
田　

浄
司

　
　
　
　
　
　
　
　

池
田　

健
二

　
　
　
　
　
　
　
　

城
山　

英
章

　
　
　
　
　
　
　
　

溝
尾　

清

　
　
　
　
　
　
　
　

森
岡　

文
夫

　

自
治
連
合
会
で
は
こ
こ

数
年
、
安
心
、
安
全
の
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
「
防

災
・
市
民
自
治
」
を
行
政

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

防
災
で
は
、昨
年
の
３
・

編集後記編集後記編集後記編集後記
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生
駒
市
自
治
連
合
会
会
員
名
簿
（
125
自
治
会
）　
◎
＝
会
長　

○
＝
副
会
長　

□
＝
常
任
理
事　

△
＝
理
事　

＊
＝
会
長
代
行

地区 校区 自 治 会 名 氏　　　名 地区 校区 自 治 会 名 氏　　　名

北

生
駒
北

傍 示 上　武　　　聡

中

桜
ヶ
丘

辻町アーバンライフ ○ 森　岡　文　夫
獅 子 ヶ 丘 山　本　博　子 辻 町 第 一 東 淡　輪　勝　人
庄 田 尾　山　雅　邦 辻 町 阪 奈 神　﨑　準　一
大 北 逢　阪　昇　三

生
駒

山 崎 町 西　本　浩　三
久 保 窪　田　博　明 生駒グリーンマンション 武　安　弘　美
宮 方 栄　枝　与司憲 北 新 町 冠　　　健　一

芝 △ 吉　岡　正　純 桜 台 出　石　美保子
ひ か り が 丘 ◎ 藤　堂　宏　子 東 新 町 森　下　眞　吉

鹿
ノ
台

鹿 畑 町 △ 吉　田　喜代一 元 町 １ 丁 目 △ 酒　井　宏　司
鹿 ﾉ 台 東 １ 丁 目 中　島　隆　雄 元 町 ２ 丁 目 山　本　昌　夫
鹿 ﾉ 台 東 ２ 丁 目 河　野　嘉　男 メゾンドールクラヴィエ生駒 下　浦　臣　夫
鹿 ﾉ 台 東 ３ 丁 目 谷　　　克　也 本 町 芳　野　眞　行
鹿 ﾉ 台 西 １ 丁 目 柴　野　政　子 山 崎 新 町 巽　　　恒　雄
鹿 ﾉ 台 西 ２ 丁 目 坂　下　桂　子 仲 之 町 木　村　　　茂
鹿 ﾉ 台 西 ３ 丁 目 太　田　慶　次 門 前 町 田　中　利　夫
鹿 ﾉ 台 南 １ 丁 目 永　山　昌　志 東 旭 ヶ 丘 上　元　章　生
鹿 ﾉ 台 南 ２ 丁 目 森　本　陽　代 西 旭 ヶ 丘 □ 西　森　義　光
鹿 ﾉ 台 北 １ 丁 目 伊　丹　義　郎 新 旭 ヶ 丘 山　下　彰　一
鹿 ﾉ 台 北 ２ 丁 目 ＊ 能　登　和　子 軽 井 沢 町 山　口　香世子
鹿 ﾉ 台 北 ３ 丁 目 世　古　佳　弘 菜 畑 町 ＊ 脇　　　長　泰
美 鹿 の 台 長　野　仁　志

東
生
駒
東

東 生 駒 大　垣　憲　司

真
弓

上 町 谷　岡　　　實 月 見 ヶ 丘 楠　元　一　民
真 弓 １ 丁 目 福　永　彰　一 東 生 駒 南 鈴　木　義　則
真 弓 ２ 丁 目 北　村　好一郎 東 生 駒 月 見 町 西　野　秀　男
真 弓 ３ 丁 目 □ 吉　川　晶　恭 月見町第１ガーデンハイツ 平　井　和　男
真 弓 ４ 丁 目 宮　崎　　　功 月見町第２ガーデンハイツ 今　田　哲　夫
真 弓 南 城　戸　英　俊 東 菜 畑 １ 丁 目 吉　田　里　実
北 大 和 １ 丁 目 長　尾　　　純 東 菜 畑 北 香　野　哲　也
北 大 和 ２ 丁 目 古　尾　菜穂子 東 菜 畑 ２ 丁 目 湊　　　京　次
北 大 和 ３ 丁 目 △ 溝　尾　　　清 中 菜 畑 １ 丁 目 榎　並　猷　男
北 大 和 ４ 丁 目 横　井　恵　子 中 菜 畑 ２ 丁 目 藤　澤　清　二
北 大 和 ５ 丁 目 江　口　悦　子 東生駒グリーンマンション 佐　藤　常　雄
上 町 台 木　本　知　邦 西 菜 畑 町 △ 城　山　英　章

あ
す
か
野

あ す か 野 □ 齊　藤　隆　夫 緑 ヶ 丘 ○ 上　埜　作　治
あ す か 台 △ 鷲　見　裕　司 ハートフルビレッジ菜畑 児　玉　五　郎
白 庭 台 好　井　康　則

南

壱
分

壱 分 町 東 □ 藤　尾　清　司

西

生
駒
台

南 田 原 町 稲　葉　太加司 壱 分 町 西 △ 井ノ上　善太郎
星 和 台 山　上　　　功 壱 分 南 徳　永　俊　治
新 南 田 原 井　上　　　卓 さ つ き 台 柳　川　保　雄
西 白 庭 台 １ 丁 目 蒲　田　　　剛 さ つ き 台 南 楠　　　治　伸
西 白 庭 台 ２ 丁 目 高　島　文　三 イトーピア生駒ファインコート 安　西　聖　子
西 白 庭 台 ３ 丁 目 城　　　将　史 南 山 手 台 石　川　孝一郎
北 田 原 町 田　中　廣　三

生
駒
南

有 里 町 ○ 池　田　健　二
小 明 町 △ 米　田　継　雄 フラワリータウン生駒 西　前　豊　秋
小 明 台 清　原　　　裕 小 瀬 町 寺　川　好　久
新 生 駒 台 高　井　多美子 み な み 野 台 辻　　　陽　子
松 美 台 東 □ 綾　部　政　浩 小 瀬 の 里 千々岩　　　豊
松 美 台 西 森　本　憲　治 萩 原 町 岡　村　　　昇
生 駒 台 澄　川　福　人 青 山 台 守　友　敏　雄
セ ン ト ポ リ ア 生 駒 上　田　光　伸 藤 尾 町 尾　寅　英　明

俵
口

俵 口 町 ○ 井　山　豊　樹 西 畑 町 川　邊　喜　平
喜 里 が 丘 駒　田　マス子 鬼 取 町 矢　野　正　孝
南 喜 里 が 丘 永　野　洋　子 小 倉 寺 町 辻　野　哲　治
喜 里 池 吉　田　　　登 大 門 町 △ 丸　本　和　夫
ライオンズマンション俵口 長　岡　均　一

生
駒
南
第
二

南 小 平 尾 中　辻　　　正
東 松 ヶ 丘 △ 相　田　浄　司 北 小 平 尾 □ 細　川　一　夫
西 松 ヶ 丘 福　田　清　治 秋 津 荒　張　祐　治
光 陽 台 藤　本　正　人 萩 の 台 田　中　　　功

中
桜
ヶ
丘

桜 ヶ 丘 崎　谷　秩佳子 萩 の 台 住 宅 地 △ 田　邊　滋　生
谷 田 町 △ 中　谷　義　文 東 山 西　島　秀　樹
辻 町 檜　木　秀　夫 ローレルコートエスタ萩の台  加　藤　暢　夫
辻 町 東 前　田　康　三 ローレルコート萩の台 渡　辺　一　彦
辻 町 北 赤　坂　勝　弘


